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代王 と さ れ る ラ ジ ャ
・

ム レ ワ ル は、簒奪 者ラ ジ ャ
・カーテ ィ ブを現在 の 王宮所在 地 ス リ ・

ム ナ ン テ ィ

か ら駆 逐後 も、その まま王 と して即位せ ず、土 着の 娘 を妃 として 強奪し、一度、「被支配 者」空間 で あ

る ル ン バ ウの 地へ 移り、そ こ で 地方首長 た ち に 王 と し て の 承 認 を得 、ル ン バ ウ で の 即位 を経 て 、初 め

て、ス リ ・
ム ナ ン テ ィ の 王宮 に 移 っ て 王朝を開始した と い う。こ の 初代王 に よ る ス リ ・ム ナ ン テ ィ か

ら ル ン バ ウ 、ル ン バ ウ か らス リ・
ム ナ ン テ ィ へ の 空間移動 は、「支 配者」 が 「被支配者」空間へ の フ ィ

ル タ
ー

を通過 して 、初 め て 「支配者」た ワ得 る こ と を 物 語 る もの で あ る。宮廷儀礼に お ける 「支配者」

1則の 、王宮 か らパ ン チ ャ
・プ ル サ ダ へ 、パ ン チ ャ

・プ ル サ ダか ら王宮へ 、と い う往復運動 は 、こ の ラ

ジ ャ
・ム レ ワ ル 伝 承 の 儀 礼 的 反 復 の 表現 で あ る と解釈す る こ と が 可能であ る。

　
一

方、儀礼 の 中心部分 で あ る （3 ）の 過程 は、（2 ）と逆転 して い る と い っ て よ い 。即 ち、こ こ で は

「被支配者」側 が 、「支配者」 空間へ の 直線 的往復運動 を行 な うの で ある。換言すれば、「被支配層」

が （ス リ） ラ ジ ャ
・デ ィ

・
ム
ーダ と い う、「被支配者」 の た め に設 けられ た特別 な儀礼空間 か ら、シ ン

ガーサ ーナ 、即 ち玉座 に い る王 ・王妃 の 前 に進み 出、拝謁後、再 び ラ ジ ャ
・デ ィ

・
ム
ーダ 空間へ 下 が

る （結婚式 で あれ ば 、 王子 ・王女が 類似 した パ タ
ーン で 拝謁 を受 け る）。

　こ うLて み る と、ヌ グ リ ・
ス ン ビ ラ ン の 宮廷儀礼 の 基本構造 は、「支配者」側 に よる、「被支配者一1

空間へ の 往復運動 に よ っ て 構成 さ れ る 前半部が、「被支配者」側 に よる、「支 配者」空間へ の 往復 運 動

に よっ て儀礼 の 中心 目的 が 遂 げ られ る後半 部を導入す る た め の 必 須 の 過程 として 要請 さ れ て い る こ と

を示す もの で あ る。以上 の よ うな儀礼 の 分 析 を通 して 、「支配者」・「被支配者」間の 互 恵的契約 に 依処

し、か つ 、相互 の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が 強調される伝統的政治倫理 を、我々 は窺 い 知 る こ とが で き る

の で あ る。

丶
，

ノ

　

丶

東南 ア ジ ア 史料 と して の 嶺外代答
一 安南國 の 条 を中心 と して

一

和 田　 正 彦

南宋 の 淳煕 5 年 （1178） に 廣南西路 の 桂林通判 の 任 に あ っ た 周 去 非の 著 わ した 「嶺外代答」 は、范成

大の r桂海瞋衡志」、趙如 遣の 「諸蕃志」と ともに 西暦 12、13世紀 の 東 南 ア ジ ア に関する重要 な文 献史

料 で あ る こ と は 夙 に 知 られ て い る。 こ こ で は 「嶺外代答 」全 憩 巻、19門、294条の うち同書の 巻 2　外

國 門 上 に 収 め られ て い る安南國 の 条 の 内容 を 検 討 す る こ と に よっ て 、当時 の ベ トナ ム 人 の 中国観、中

国人 の ベ トナ ム 観 を考 えて み た い
。

　安南 國 の 条 の 内 容 は 大 凡 7つ の 部分 に 分 けて考えられ る 。 まず第 1 は行政区画 ・地理的位置 を記 し

た部分 で 、当時ベ トナ ム を支配 して い た 李朝 の 行政区画 が 4 府 13州 3 寨 か ら 成 っ て い た こ とが 記 さ れ

て お り、また 各々 の 名称 と大 凡の 地 理 的位置 関係 に つ い て も記 さ れ て い る点 が 注 目され る。こ の 行政

区画 数 と名 は、周 去 非 が 著 作 時 に 参 照 した 「桂海翼衡志」 （佚文 が 「文献通考」巻 330　四 裔考 7　交

趾 の 条に 収載され て い る）に も見えず、「宋史」の 交阯傳 をは じめ 他 の 中国 側 漢文 史料 に も見えな い ば

か りか 、ベ トナ ム 側漢文史料に み える李朝の 行政区画数 （24路 2 寨）や 名称 とも異な り、ア ン リ ・
マ

ス ペ ロ や ダ オ ・ズ イ ・ア イ ン らの 李 朝 の 歴史地 理 に閧す る 研 究 で も こ の 記事が基本史料 に な っ て い る。

　次 の 中国南部 とベ トナ ム 李 朝 の 都 、昇龍 との 交通路 に 関す る 記事 に つ い て は、前 回の 大会 で 「宋 代

の ベ トナ ム を記述 した 范成大
・
周去非 ・趙如透 の 対外 政 策」 と題 して 発表 され た 山内 正博先生 も指摘

され た よ うに 、そ の 末尾 の 「地 里 此 れ に 止 ま る も文 移 動 もす れ ば 數月 を以 て す 。 蓋 し故さ らに 遷延 を

為し、以 て 道里 の 遠 きを示す。」か ら は、小国ベ トナ ム 李朝 が 大国中国 ＝宋 に対 して 国± を広 くみ せ る

こ とに よっ て 、中国側 の 情報 収 集活動 を極力防 止 しよ うと した こ と が わ か る。

　第 3 番 目の 部 分 は 丁 部領即位 の 年 （965） か ら李高宗即 位 の 年 ｛1175 ）まで の ベ トナ ム の 王 朝交替、

帝位 継 承 に つ い て 記 され て い る が 、次 の 国号、年号、諡号 に 関す る 部分 で は ベ トナ ム の 年号 の 創始や

李朝各皇帝の 年号 に 明 ら か な誤 りが み ら れ る 。 次 の 内政 に 関す る部分 は 、ほ ぼ 同様 の 文章 が 「桂 海虞

衡 志 」 に み え る の で、 こ れ に よ っ た もの と考 え られ る。なお 、ベ トナ ム の 職 官 の 分 類 に つ い て 、安南

國 の 条 とベ トナ ム の 史書 との 間 に 違 い が あ る 。すなわ ち、安南國 の 条 で は内職 を 「治國」の 官、外職
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一野
、‘」1

の 旨治兵」の 官 と 規定し て い るか 、ベ トナ ム の 史書 で は 内職は 中央の 奮
’
、外職 は 地方官 に 対す る総称

と し、文官 は 文 班 、武官は 武班 と い う総称で呼ぶ の が一般的 で あ る。

　次 は 紹興 26年 （1156）の 朝 貢 お よ び 乾 道 9年 （1173）の 朝貢 に 関す る記事 で 、と もに
冖
宋會要輯稿」

第上99冊　蕃 夷 7 の 47葉 お よ び 51〜56葉 に 詳 しい 。こ：の 部分 で は、宋の 使節 の 態度とそれを迎 え るベ ト

ナ ム 官 人 の 態度に 関す る 記事 に 興 味 深 い もの が あ る。すなわ ち、ベ トナ ム 側 が 栄の 使節 とベ トナ ム の

一
般 人 民 とが 接触す る こ と を極度 に 警戒 して い た こ と が 記 さ れ て い る が、こ れ も中国1則の

．
「青報収集活

動 を防止す る た め に と ら れ た 措 置 と 考 え られ る。ま た 、乾道 9年 の 朝貢 の 記事 の 中 に、ベ トナ ム の 使

節 の 傲慢 な振舞 い を記した部分 が あ る が 、こ れ 1ま逆 に、ベ トナ ム 側 か ら考 え る と、朝 貢 は 中国の 国内

情勢 を探 る絶好 の 機会 で あ っ た の で 、多少強 引 とも思 わ れ る態度や 行動 を と っ た もの と 考 え られ る 。

　最後 の 部分 で は、髪形、髪 飾、扇、履物、笠、文身、頭 巾、官人 の 服装と剰 〕物 な どベ トナ ム の 当

痔 の 風 俗 に つ い て 記 して あり、こ の うち鶴羽扇、螺笠、皮履などに つ い て は 同書巻 6　器用 門の 羽扇、

蠻笠、皮履の 各条 に 詳 しく記され て お り、轎 と い う駕籬 式 の 乗 り物 に つ い て も同書巻 10 蠻俗門 の 抵

郵 の 条 に 詳 し い 。

　以上 の ： とか ら、こ の 宋南國の 条 は 、中国 ＝宋 とベ トナ ム ＝ 李 朝の 情報 収 集合戦 の
一

方 の 成果 の
一

っ で あ る と考え ら れ る 。 宋 と李朝 と は対 立 （西暦 工1世紀末 の 李朝 の 宋領内侵攻と宋の 反攻〉と共存 潮

貢 関係 の 維 持） と い う歴史 的関係 を前 提 に 考 え る と、国境防衛 の 任 に あ っ た范成大 も周去非 も私的興

味か ら で は な く、少 な くともベ トナ ム に 関す る限 り は 公的 立場か らその 国内情勢 を調査 して 記録 に と

どめ た もの と 考 え られ る e その 証 左 と して は 、同 書の 巻 2 、巻 3 の 外国門に お い て 安南國 の 条 が 他 の

諸条 に 比べ て 極め て 長文 で あ る こ とや、殊 に ベ トナ ム
・中国双方 に とっ て 格好 の 清報収集 の 機会で あ

る朝貢 に 関する部分 が 多い こ との ほ か に、同書 に は巻 1の 邊帥門や巻 3の 沿邊兵 ・土丁戍邊 ・蜩丁 戍

邊 ・田 子甲の 諸条 に み ら れ る よ うにベ トナ ム と国境 を接す る両廣 地方 の 兵制 に 閧す る記事が 多い こ と

が あ げ られよう。

第31回研究大会

　昭 和59年 6 月 9 日 （土）、10日 （日 ）の 両 日、大阪外国語大学で 開催 された。同大学 の プ ロ グラム お

よび 発 表要 旨は 次 の と お り。

（
6 月 9 日 （土 ）

〈自由研究発表〉

モ ータ ム と 「呪術的仏教」　　　　　　　　　　　　　　　　 林　　　行　夫 （竜谷大大学院）

タ イ の 地 方行 政 と農村開発 　　　　　　　　　　　　　　　　 僑　本　　　卓 （同志杜大大学院｝

植民地期南部 ベ トナ ム の 土 地政策 と水田開発　　　　　　　　 高　田　洋　子 （津 田 塾大）

パ レ ン バ ン 王国の 政 治構造　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　恒　之 （東京女子大）

ジ ャ ワ村落 の 多様性
一

クン トウ ィ ジ ョ ヨ の マ ドゥ ラ社会研究をめ ぐ っ て
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 田　 中　則　雄

6 月 lo 日 （日 ）

くシ ン ポ ジ ウ ム 『東南ア ジ ア 現代史 に お け る リーダーシ ッ プ1

間題提起
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　 匚
’一 軋〕 一

池 端 雪 浦 （東京外国語 大学）

奥 平 竜 二 （東京外国譜 大 学 ）

五 島 文 雄 （大阪外国語大学）

土 　屋　健 　 治 （京 都 大 学 ）

松　尾　　　大 （大阪外圃語大学）
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